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脊椎の病気に対する治療法のひとつとして、脊椎固定術が行われ、ペ
ディクルスクリューシステムとよばれる医療機器を脊椎に挿入します。
この治療法で大切なのは、使用するペディクルスクリューシステムの安
定した固定です。従って、手術により脊椎に挿入されたペディクルスク
リューシステムと患者さんの骨との固定状態を確認することが重要とな
ります。この研究では、患者さんの術後X線撮影の画像資料を元に、手
術後のペディクルスクリューシステム設置の状況を測定し、その効果を
証明することで、この病気の今後の治療法の向上に役立てることを目的
としています。

承認日から2023年12月の間に、武蔵野赤十字病院整形外科で脊椎固定術
の治療を受ける20歳以上の患者さんのカルテに記録された診療情報と検
査記録（X線画像）を利用します。
術後のペディクルスクリューシステム設置の状況を、画像資料を用いて
確認します。


